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第 4 章では、「地べた意識」のプレイセラピーの自験例（ASD の 3 歳男児、環境因



































― 3 ― 
（続紙  ２）                            
（論文審査の結果の要旨）  











とりわけ評価に値するのは、以下の 3 点である。  






Stern の「自己感」の発達理論とも通ずる点をもつことが論じられる。加えて第 2 章で
は、Wallon の「姿勢機能」を鍵概念とすることで、生理的なレベルを含む対人反応性
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